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ＪＲ連合は３月 25 日～26 日の２日間、東京都内で「第 20 回青年女性役員研修会」を

開催した。３年ぶりに集合形式で開催した研修会は、ウィズコロナに対応するべくＷｅ

ｂ方式を併用し、会場 16 名、Ｗｅｂ17 名の総勢 33 名の受講生が参加した。 
 

１日目は冒頭、泉健太衆議院議員

（立憲民主党代表）が参加し、参加者

を激励した。その後、森安祐貴交通政

策部長が産業政策活動の取り組み、

相良夏樹組織・政治部長が組織課題

及び政治活動の取り組みについて講

義を行った。組織課題については、民

主化当該単組の参加者から職場の実情について報告を受けるなど、貴重な話を直接聞

くことができた。さらに、国会議事堂を見学し、政治をより身近に感じるとともに、

ＪＲ産業が抱える政策課題が政治と密接につながっていることを実感した。 
 

２日目は、荻山市朗会長を講師に迎え

「ＪＲ連合結成 30 周年・ＪＲ産業の転換

期に求められること」と題し、ＪＲ連合の

将来を担う青年女性役員に今求められて

いることについて、自身の体験を交えた

特別講義

を行った。

その後、宮野勇馬企画部長の進行により「もしＪＲ連

合がなかったら…？」をテーマにグループディスカッ

ションを行い、会場・Ｗｅｂともに、単組やエリアの

枠を超えて自由闊達に意見が交わされた。 
 

研修を終え、参加者からは「若年層の離職が多い今こそ、将来不安を取り除くため、

組合活動に参画したい」「様々な意見があるが、同じ問題意識を持つ仲間とより一層連携

したい」等の感想があった。ＪＲ連合は、将来にわたり安心して働くことのできるＪＲ

産業をつくるべく、諸活動を通じて青年女性組合員の取り組みを積極的に後押しする。 
 

（ＪＲ連合青年・女性委員会「YOUNG BLOOD」No.125 もご覧ください） 

荻山会長の講義に参加者は耳を傾けた 

会場・Ｗｅｂの参加者が泉議員から激励を受けた 

グループの考えを代表して発表！ 


